
食品衛生分科会における確認事項（案）  

平成13年1月23日了  解  

平成13年5月18日一部改正  

平成22年○月 ○日一部改正  

1．食品衛生分科会規程第8条の規定に基づく部会、分科会での審議又は報告   

の扱いは原則として別添の表に示す例による。部会は、審議終了後、分科会   

における審議又は報告の取扱い案を作成し、分科会長の承認を得るものとす   

る。また、表に示す例のいずれにも該当しない場合は、その都度、担当部会   

長の意見を参考に分科会長が決定する。  

2．分科会における「審議」、「報告」の扱いの区分のうち、「報告」は事後報告   

（答申後）で差し支えないこととする。   
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1食品規格部会  

部  

間  

検討事項の範囲  科  

有  

A ＝ミ   

食  

【コ ロロ  

衛  

生   法第11条第1項の規定に基づく、食品（動物性食品を除く。）の製造、加   

口    ○  ○  有  分   工、使用、調理又は保存の基準及びその成分規格（本表の2又は3に該当   

科  
一とゝ  

するものを除く。）   

＝ミ  

審  
≡生 石我  

法第11条第1項の規定に基づく、食品（動物性食品を除く。）の製造、加   

工、使用、調理又は保存の基準及びその成分規格（既に定められている其  
2  ○  △  有  

ただし、その内容等からみて慎重に審議する必要があるとの部会の意見に  

基づき、分科会長が決定するものを除く。  
部  
∠ゝ  
＝ミ  

審  
議  法第11条第1項の規定に基づく、食品（動物性食品を除く。）の製造、加   

工、使用、調理又は保存の基準及びその成分規格（既に定められている基  
輩又は規格の一部改正のうち、既に行われている食品安全委員会の食品  

3    ○  ▲  有            健康影響評価の結果に変雪がない又は食品健康影響評価を行うことが必  

要でない場合に限る。）  

ただし、その内容等からみで慎重に審議する必要があるとの部会の意見に  

基づき、分科会長が決定するものを除く。   

注）○印は審議、△印は報告、▲印は文書配布による報告、×印は審議・報告なしを示す。  
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2 乳肉水産食品部会  

部  

問  

検討事項の範囲  科  

有  

．∠ゝ コ＝   

食 ロ  動物性食品に係る、法第11条第1項の規定に基づく製造、加工、使用、詭   
ロロ   
衛  

く。）  
生  

分  

科   乳及び乳製品に使用される器具・容器包装に係る、法第18条第1項の規定   
2    ○  ○  有  ．∠ゝ コ三   ニ基づく当該器具・容器包装又はこれらの原材料の規格及びこれらの製造   
蕃  方法の基準（本表の5又は6に該当するものを除く。）   
議  

動物性食品に係る、法第11条第1項の規定に基づく製造、加工、使用、調   
理又は保存の基準及びその成分規格（既に定められている基準又は規格の  

3  ○  △  有  

ただし、その内容等からみて慎重に審議する必要があるとの部会の意見に基  
づき」分科会長が決定するものを除く。  

動物性食品に係る、法第11条第1項の規定に基づく製造、加工、使用、調   
理又は保存の基準及びその成分規格（既に定められている基準又は規格の  

一部改正のうち．由こ行われている食品安全香呂会の食品健康影響評価  
4    ▲○  ▲  有            の結果に変電がない又は食品健康影響評価左行うことが必要でない場Aに  

限る。）  

ただし、その内容等からみて慎重に審議する必要があるとの部会の意見に基  
部  づき、分由会長が決定するものを除く。  
∠ゝ コ＝  

議  
審  乳及び乳製品に使用される器具■容器包装に係る、法第18条第1項の規定   

に基づく当該器具・容器包装又はこれらの原材料の規格及びこれらの製造  

5  

ただし、その内容等からみて慎重に審議する必要があるとの部会の意見に基  
づき、分科会長が決定するものを除く。  

乳及び乳製品に使用される器具・容器包装に係る、法第18条第1項の規定   
に基づく当該器具容器包装又はこれらの原材料の規格及びこれらの製造  

方法の基準（既に定められている規格又は基準の一部改正のうち、既に行  
6  

価を行うことが必要で 

ただし、その内容等からみで慎重に審議する必要があるとの部会の意見に基  
づき、分科会長が決定するものを除く。   

部  

．∠ゝ コ＝  

報  
』二  

注）○印は審嵐△印は報告、▲印は文書配布による報告、×印は審議・報告なしを示す0  
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3 添加物部会  

部  

問  
検討事項の範囲  科  

有  

A コミ   

食   
【コ  
ロロ  1  法第10条の規定に基づく、人の健康を損なうおそれのない添加物（施行規  ○  ○  有  
衛  

生  
法第11条第1項の規定に基づく、添加物の製造、使用又は保存の基準及び   

分   
○  ○  有  

科  
A  
コミ  

審  平成7年改正法附則第2条の2第1項の規定に基づく、既存添加物名簿に記   
3  ○  ○  有   

法第11条第1項の規定に基づ〈、添加物の製造、使用又は保存の基準及び   
その成分規格（既に定められている基準又は規格の一部改正（本表の5に  

4  ○  △  有  
ただし、その基原、製法、用途等からみて慎重に審議する必要があるとの部  

部  会の意見に基づき、分科会長が決定するものを除く。  
A  
一＝ミ  

審  
壬生 呂我  法第11条第1項の規定に基づく、添加物の製造、使用又は保存の基準及び   

その成分規格（既に定められている基準又は規格の一部改正のうち．既に  
員会の食品健康影響評 の結果に変電がない又  

5  ○  ▲  有  

ただし、その基原、製法、用途等からみて慎重に審議する必要があるとの部  
会の意見に基づき、分科会長が決定するものを除く。   

6  法第21条の規定に基づく、食品添加物公定書の作成   △  ×  無  

部  
A  
コミ  

報 』ニ  平成7年改正法附則第2条の3第4項の規定に基づく、消除予定添加物名   
簿に記載される添加物の名称の追加又は消除、及び同条第5項の規定に基  

7  △  ×  無   

ない場合）   

注）○印は審議、△印は報告、▲印は文書配布による報告、×印は審議・報告なしを示す。  
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4 農薬・動物用医薬品部会  

部  

間  

検討事項の範囲  科  

有  

A ヱミ   

食  

⊂】 ロロ   
衛  口  法第‖条第1項の規定に基づく、農薬等の成分である物質の食品中の  ○  ○  有  
生  

分  

科  
A  

法第11条第3項に規定する、人の健康を損なうおそれのない量（いわゆ   
ヱミ  ○  ○  有   

議  

法第11条第1項の規定に基づく、農薬等の成分である物質の食品中の   
残留基準（既に残留基準が設定されている物質に係る当該規格の一部  

3  ○  △  有  
ただし、その用途、毒性等からみて慎重に審議する必要があるとの部会  
の意見に基づき、分科会長が決定するものを除く。  

法第11条第1項の規定に基づく、農薬等の成分である物質の食品中の   

改正のうち、既に行われている食品安全委員会 
残留基準（既に残留基準が設定されている物質に係る当該規格の一部  

の食品健康 影響評価の  
部  

A コミ  ○  ▲  有  

審  
こ限る。）  

議  ただし、その用途、毒性等からみて慎重に審議する必要があるとの部会  
の意見に基づき、分科会長が決定するものを除く。  

農薬等の成分である物質について、食品安全委員会の食品健康影響評   
5    ○  ▲  有    価の結果から、法第11条第1項の規定に基づく食品中の残留基準を設  

定しないこととする可否  

法第11条第1項の規定に基づき既に食品中の残留基準が設定されてい   
6    ○  ▲  有    る農薬等の成分である物質について、当該残留基準の消除（使用実態  

がない場合）   

部  
ム  
コミ   法第11条第3項に規定する、人の健康を損なうおそれのないことが明ら   
報  7  

△  ▲  無  

dニ Fコ  

注）○印は審議、△印は報告、▲印は文書配布による報告、×印は審議・報告なしを示す。  
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5 器具・容器包装部会  

部  

間  
検討事項の範囲  科  

有  

A コミ   

法第18条第1項の規定に基づく、器具・容器包装又はこれらの原材料の規   

食 口  1    ○  ○  有    格及び器具・容器包装の製造方法の基準（本蓑の4又は5に該当するもの   
ロロ  

衛  
を除く。）  

生  法第62条第1項において準用する第18条第1項の規定に基づく、指定おも   
2    ○  ○  有  分   ちや又はその原材料の規格及び指定おもちやの製造方法の基準（本表の6   

科  に該当するものを除く。）  
h- 
コミ  

法第62条第2項において準用する第11条第1項の規定に基づく、洗浄剤の   

審 雲集      3    ○  ○  有    製造、使用又は保存の基準及びその成分規格（本表の7又は8に該当する  ロ我   ものを除く 
。）   

法第18条第1項の規定に基づく、器具・容器包装又はこれらの原材料の規   

格及び器具・容器包装の製造方法の基準（既に定められている規格又は某  

4  ○  △  有  
ただし、その内容等からみて慎重に審議する必要があるとの部会の意見に  

基づき、分科会長が決定するものを除く。  

法第18条第1項の規定に基づく、器具・容器包装又はこれらの原材料の規   

格及び器具・容器包装の製造方法の基準（既に定められている規格又は某  

正のう 準の一部改ち、既に行われている食品安全委員会の食品健康影響  

5    ○  ▲  有            評価の結果に変雪がない又は食品健康影響評価を行うことが必要でない  

塩仝に限る。）  

ただし、その内容等からみで慎重に審議する必要があるとの部会の意見に  

基づき、分科会長が決定するものを除く。  

部 法第62条第1項において準用する第18条第1項の規定に基づく、指定おも   
A  
コ＝  ちや又はこれらの原材料の規格及び製造方法の基準（既に定められている  

審  6  ○  △  有  
壬生  
自我  

ただし、その内容等からみて慎重に審議する必要があるとの部会の意見に  

基づき、分科会長が決定するものを除く。  

法第62条第2項において準用する第11条第1項の規定に基づく、洗浄剤の   
製造、使用又は保存の基準及びその成分規格（既に定められている基準又  

7  ○  △  有  
ただし、その内容等からみて慎重に審議する必要があるとの部会の意見に  

基づき、分科会長が決定するものを除く。  

法第62条第2項において準用する第11条第1項の規定に基づく、洗浄剤の   
製造、使用又は保存の基準及びその成分規格（既に定められている基準又  
は規格の一部改正のうち、既に行われている食品安全香呂会の食品健康  

8    ○  ▲  有            影響評価の結果に変雪がない又は食品健康影響評価を行うことが必要で  

左吐星全に限る。）  

ただし、その内容等からみで慎重に審議する必要があるとの部会の意見に  

基づき、分科会長が決定するものを除く。   

部  

A コ＝  

報  
9  法第62条第1項に規定する指定おもちやの指定   △  △  無   

』こ  

注）○印は審議、△印は報告、▲印は文書配布による報告、×印は審議・報告なしを示す。  
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6 新開発食品調査部会  

部  

間  

検討事項の範囲  科  

有  

．∠ゝ コ＝   

食 ⊂l  口  法第7条第1項かち第3項までの規定に基づく新開発食品の販売の禁止、  ○  ○  有  ロロ 衛  
生  

分  

科  
A 二＝ミ  組換えDNA技術応用食品及び琴加物に係る、法第11条第1項め規定に基   
国    ○  ○  有  審   づく製造、加エ、使用、調理又は保存の基準及び成分規格（本表の3又は   

議  4に該当するものを除く。）   

組換えDNA技術応用食品及び添加物に係る、法第11条第1項の規定に基   
づく製造、加工、使用、調理又は保存の基準及び成分規格（既に定められ  

3  
○  △  有  

ただし、その内容等からみて慎重に審議する必要があるとの部会の意見に  
基づき、分科会長が決定するものを除く。  

組換えDNA技術応用食品及び添加物に係る、法第11条第1項の規定に基   

部 A  づく製造、加工、使用、調理又は保存の基準及び成分規格（既に定められ   
ている基準又は規格の一部改正のうち、既に行われている食品安全香呂  

4  ○  ▲  有  
うことが必要でない場合に限る。）  

ただし、その内容等からみて慎重に審議する必要があるとの部会の意見に  
基づき、分科会長が決定するものを除く。  

組換えDNA技術応用食品及び添加物の製造基準（平成12年厚生省告示   
5  ○  △  有  

部  

A コミ  6  「食品、添加物等の規格基準」（昭和34年厚生省告示第370号）の規定に  △  ▲  無  報  
』ニ 岳  

注）○印は審議、△印は報告、▲印は文書配布による報告、×印は審議■報告なしを示す。  
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食品衛生分科会における確認事項新旧対照表  

1．食品腐生分科会規程第8条の規定   

に基づく部会、分科会での審議又は  

1．審議会に諮問を行ったものlこつい   

工旦部会、分科会での審議又は報   

告の扱いは原則として別添の表に   

示す例による。部会は、審議終了   

後、分科会における審議又は報告   

の取扱い案を作成し、分科会長の   

承認を得るものとする。また、表   

に示す例のいずれにも該当しない   

場合は、その都度、担当部会長の   

意見を参考に分科会長が決定す   

る。  

報告の扱いは原則として別添の表  

に示す例による。部会は、審議終了  

後、分科会における審議又は報告の  

取扱い案を作成し、分科会長の承認  

を得るものとする。また、表に示す  

例のいずれにも該当しない場合は、  

その都度、担当部会長の意見を参考  

に分科会長が決定する。  

2．（略）  2．（略）  

（参考）  

食品衛生分科会規程（抜粋）  

平成13年1月23日施 行  

平成15年7月1日一部改正  

平成21年11月12日一部改正   

（部会の言義決）  

第8条 部会における決定事項のうち、比較的軽易なものとして分科会があらかじめ定   

める事項に該当するものについては、分科会長の同意を得て、当該部会の議決をもっ   

て分科会の議決とする。ただし、当該部会において、特に慎重な審議を必要とする事   

項であるとの決定がなされた場合はこの限りではない。  

2 前項の決定がなされた場合において、分科会の調査審議を経る時間がないものにつ   

いては、前項の規定にかかわらず、分科会長の同意を得て、当該部会の議決をもって   

分科会の議決とすることができる。  

3 前2項の規定により、部会の議決が分科会の議決とされたときは、当該部会の部会   

長は、すみやかにその決定事項を分科会に報告しなければならない。  
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